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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月28日(2015.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リボヌクレオチドレダクターゼサブユニットR1をコードする第一の核酸配列を含む第一
のウイルスベクター及びリボヌクレオチドレダクターゼサブユニットR2をコードする第二
の核酸配列を含む第二のウイルスベクターであって、該第一の核酸配列及び第二の核酸配
列が、心臓特異的プロモーターと操作可能に連結されている、ベクターを含む、哺乳動物
における心臓機能の改善用医薬組成物。
【請求項２】
　第一及び第二のウイルスベクターがアデノ随伴ウイルスベクターである、請求項１記載
の医薬組成物。
【請求項３】
　哺乳動物がヒトである、請求項１記載の医薬組成物。
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【請求項４】
　全身投与用である、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項５】
　静脈内投与用である、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項６】
　心筋内注入用である、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記第一及び第二のウイルスベクターの少なくとも1つが形質導入レポーターをさらに
含む、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項８】
　第一及び第二のウイルスベクターが同一のベクターである、請求項１記載の医薬組成物
。
【請求項９】
　リボヌクレオチドレダクターゼサブユニットR1をコードする第一の核酸配列を含む第一
のウイルスベクター及びリボヌクレオチドレダクターゼサブユニットR2をコードする第二
の核酸配列を含む第二のウイルスベクターであって、該第一の核酸配列及び第二の核酸配
列が、心臓特異的プロモーターと操作可能に連結されている、ベクターを含む、医薬組成
物。
【請求項１０】
　前記第一及び第二のウイルスベクターが同一である、請求項９記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　L48Qアミノ酸置換を有するcTnC変異体をコードする核酸配列を含むウイルスベクターで
あって、該cTnC変異体が増加したCa2+結合親和性を有する、ベクターを含む医薬組成物。
【請求項１２】
　I61Q及びL57Qから選択されるアミノ酸置換を有するcTnC変異体をコードする核酸配列を
含むウイルスベクターであって、該cTnC変異体が減少したCa2+結合親和性を有する、ベク
ターを含む医薬組成物。
【請求項１３】
　前記ウイルスベクターがアデノ随伴ウイルスベクターである、請求項１１又は１２記載
の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記ベクターが、cTnC変異体をコードする核酸配列と操作可能に連結されたCMVプロモ
ーターをさらに含む、請求項１３記載の医薬組成物。
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